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第 1 章は緒言であり 本研究の目的と意義とを述べている。




第 4 章では，ジルコニウムの炭化物， ちっ化物及び炭ちっ化物と水蒸気との反応について詳しく調
べた結果を述べている。 Zr炭化物で、は反応初期に遊離炭素が生成すること， ちっ化物及び炭ちっ化物
ではチタン化合物に比べNH3 の生成量が多いことを認めている。
第 5 章では，ハフニウムの炭化物，ちっ化物及び炭ちっ化物と水蒸気との反応結果を述べ， Hf化合
物は Zrイヒ合物と類似の挙動をすることを示している。
第 6 章では，以上の実験結果を考察し，それから導かれる結論を述べている。共有結合性の強い化
合物(例えばTiC) は水蒸気との反応に際し CO， CO2 を，イオン結合性の比較的強い化合物(HfC ， H 







ものである。その結果，先ず反応性については Ti 化合物は Zr 及び Hf化合物に比べて反応温度が高
いことを示し，次に反応生成物については， Ti 化合物ではちっ素は主としてN2 ガスの形で放出される
のに対し ， Zr及びpf化合物ではNH3の放出割合が高いことを示している。また，炭素は Ti 化合物で
はほとんどCO ， CO2 の形で放出されるが， Zr及び、Hfイヒ合物で、は遊離炭素または炭化水素の形をとる割
合が大きいことを認め これらの傾向を化合物の結合性と関連して統一的に説明することを試みてい
る。
以上のように本論文は，超硬耐熱化合物の過熱水蒸気に対する反応性に対し 十分なデータを提供
すると共に，化合物の結合性から反応生成物を予想する可能性を示したもので，原子力関係分野の各
種の問題に応用が期待され，原子力工学の発展に寄与するところが大である。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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